







は人口の 5 パーセントほど、手工業親方は 10 パーセントほど、職人層は 40 パーセントほどであ
り、手工業が大きな存在感をもった都市であった 3。残りの 45 パーセントほどは、使用人や日雇
い労働者であり、ベルナーの調査対象となる貧困層や物乞い、浮浪者の数も少なくなかった 4 。
　14 世紀以降、ニュルンベルク市参事会は、それまで貧民救済の主体であった教会や修道院の
管理人を任命し、自身の保護下に置くことで救貧事業にも参入し始める 5 。1370 年には現存する
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Isny, Lindau, St. Gallen, Konstanz, Zürich, Basel, in der Markgrafschaft Baden, in Württemberg, 
in Schwäbisch-Gmünd, Dinkelsbühl und Onolsbach (Ansbach) [1531], in: Otto Winckelmann, Das 
Fürsorgewesen der Stadt Straßburg vor und nach der Reformation bis zum Ausgang des sechzehnten 
Jahrhunderts, Leipzig 1922, Nr. 204, S. 266-283. ロ ル フ・ ミ ュ ラ ー に よ る 現 代 ド イ ツ 語 訳 も 参 照、
Übersetzung von Rolf Müller, in: Christoph Sachße/Florian Tennstedt (Hg.), Jahrbuch der Sozialarbeit 
4, Hamburg 1981, S. 69-88; ベルナーの救貧調査旅行については、以下も参照。Wolfgang Hartung, 
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Frühen Neuzeit, in: J. Jahn et al (Hg.), Oberdeutsche Städte im Vergleich. Mittelalter und Frühe Neuzeit, 
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Almosenwesen: die Almosenordnungen der Reichsstadt Nürnberg (Nürnberger Beiträge zu den 
Wirtschafts- und Sozialwissenschaften, Heft 31), Nürnberg 1932 がある。ヨーロッパ中世都市における救
貧のポリティクスとその展開については、河原温『ヨーロッパの中世② 都市の創造力』岩波書店、2009 年、
207-221 頁を参照。
6　一連の喜捨条令の内容については、Eberhard Isenmann, Die deutsche Stadt im Mittelalter 1150-1550. 
Stadtgestalt, Recht, Verfassung, Stadtregiment, Kirche, Gesellschaft, Wirtschaft, 2., durchgesehene Aufl., 
Köln/Weimar/Wien 2014, S. 588-593.
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一考察」『史論』57 (2004), 24-43 頁；同「中世末期ドイツの都市における聖母マリア賛歌「サルヴェ・レジーナ」
寄進の社会的意義―帝国都市ニュルンベルクを例に」『比較都市史研究』31-2 (2012), 29-41 頁。
8　12 人兄弟館については、阿部謹也『中世の窓から』朝日選書、1993 年；Gerhard Fouquet, Zwölf-Brüder-
Häuser und die Vorstellung vom verdienten Ruhestand im Spätmittelalter, in: Sozialgeschichte mittelalterlicher 
Hospitäler, hrsg. von Neithard Bulst und Karl-Heinz Spieß (Vorträge und Forschungen, 65), Ostfildern 2007, S. 
37-76. メンデルおよびランダウアー 12 人兄弟館の手工業者たちを描いた挿絵は、以下のサイトでデジタル化され
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zum Ende des Dreißigjährigen Krieges (1495 - 1648), Berlin 2010.　
























































































































　さらに、喜捨を分配するために 4 名の下男が雇われており、2 人一組で仕事をする。彼らはそ

































二人夫婦であっても、2 切れのパンと 2.5 ポンドの牛肉が〔同じ分だけ〕与えられる。
　それほど甚大な困窮に苦しんではおらず、しかし、自身の労働だけでは十分に生計を立ててい
くことが難しい場合には、14 日に一度だけ、2 切れのパンと 2.5 ポンドの牛肉が与えられる。
　富者の喜捨が分配されるさいには、アルファベット順に登録された名前が呼ばれることとなっ
ており、いつも A から始める：アダム、アブラハム、アグネス、アフラなどなど。
